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１月１１日、町民会館で開
催された成人式。
初々しくも凛々しい表情
の新成人の皆さん。
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今月の主な記事
住 民 の 動 き

平成２１年１月末現在（ ）内は前月比

１５歳未満５，４２５人（＋１７）

６５歳以上５，１７０人（＋３１）

平均年齢４０．４１歳

人 口 ３３，１６８人（＋７２）

男 １５，９５５人（＋２６）

女 １７，２１３人（＋４６）

世帯数 １１，９６１戸（＋２８）

平成２１年２月１５日 発行
編集・発行

〒７７１‐１２９２
徳島県藍住町企画調整課
Tel.０８８‐６３７‐３１２４（毎月１５日発行）
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私
た
ち
が
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
す
る
た

め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
税
金
は
、
自
ら

が
所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す

る
と
い
う
「
申
告
納
税
制
度
」
が
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
２０
年
中
の
所
得
と
税
額
を
正
し
く
計

算
し
て
、
期
間
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

＜

確
定
申
告
相
談＞

確
定
申
告
を
期
限
ま
で
に
し
な
か
っ
た
り

少
な
く
計
算
す
る
と
、
不
足
の
税
金
だ
け
で

な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

申
告
相
談
の
日
程
は
、
混
雑
を
避
け
る
た

め
に
地
区
割
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
町
Ｈ

Ｐ
・
広
報
あ
い
ず
み
１
月
号
折
り
込
み
の
日

程
表
を
ご
覧
に
な
り
、
該
当
す
る
指
定
日
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
（
指
定
日
に
都
合
の
つ

か
な
い
方
は
、
他
の
日
に
変
更
し
て
く
だ
さ

い
。）

○
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
方

１

給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支

払
報
告
書
の
提
出
が
あ
り
、
他
に
所
得
が

な
い
人

２

平
成
２０
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
人

（
国
保
加
入
者
以
外
）

３

非
課
税
者－

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ

る
、
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
等

○
次
の
よ
う
な
方
は
必
ず
申
告
を

１

平
成
２１
年
１
月
１
日
現
在
、
藍
住
町
に

住
所
を
有
し
、
平
成
２０
年
中
に
所
得
の
あ

っ
た
人

２

給
与
所
得
者
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合

・
給
与
所
得
以
外
に
営
業
・
農
業
・
不
動

産
等
に
よ
る
所
得
が
あ
る
と
き

・
２
カ
所
以
上
か
ら
、
給
与
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
と
き

・
平
成
２０
年
中
に
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

を
し
な
か
っ
た
た
め
に
年
末
調
整
を
受

け
て
い
な
い
と
き

３

次
の
要
件
に
よ
り
、税
の
還
付（
払
戻
）

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

・
所
得
税
の
納
税
者
で
、
住
宅
ロ
ー
ン
に

よ
り
住
宅
を
取
得
し
た
と
き
（
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
）

・
火
災
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き
（
雑
損
控

除
）

・
一
定
額
以
上
の
医
療
費
の
支
払
い
が
あ

っ
た
と
き
（
医
療
費
控
除
）

・
一
定
額
以
上
の
特
定
寄
付
金
の
支
払
い

を
し
た
と
き
（
寄
付
金
控
除
）

４

藍
住
町
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
加
入
者

平
成
２０
年
中
に
所
得
が
な
い
場
合
も
、
軽

減
を
受
け
る
た
め
に
申
告
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。

○
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

１

印
鑑

２

所
得
の
算
出
表
（
収
支
内
訳
書
等
）

３

給
与
所
得
や
年
金
所
得
の
あ
る
人
は
、

源
泉
徴
収
票
ま
た
は
支
払
証
明
書

４

生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
・
国
民
年

金
保
険
料
の
控
除
証
明
書
や
社
会
保
険
料

の
領
収
書

５

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
支
払
っ

た
医
療
費
の
領
収
書
、
支
払
明
細
書
お
よ

び
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
の
明

細
書

申
告
相
談
は
、
営
業
所
得
、
農
業
所
得
、

不
動
産
所
得
、
株
式
の
譲
渡
所
得
の
あ
る
方

に
つ
い
て
は
事
前
に
収
支
内
訳
書
を
、
医
療

費
控
除
を
受
け
る
方
は
医
療
費
の
明
細
書
を

作
成
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方
な
ど
（
譲
渡
所

得
の
あ
る
方
）
は
鳴
門
税
務
署
で
の
申
告
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

藍
住
町
で
の
税
務
署
に
よ
る
相
談
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
鳴
門
税
務
署
で
は
、
確
定
申

告
期
間
中
、
ご
自
分
で
確
定
申
告
書
等
を
作

成
さ
れ
る
方
の
た
め
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
還
付
申
告
相
談

税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る

た
め
の
申
告
は
１
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

場

所

鳴
門
税
務
署
（
鳴
門
市
撫
養
町
南

浜
字
東
浜
３９
の
３
）

○
所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を

引
き
き
れ
な
か
っ
た
方

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
分
は
住
民
税
（
所

得
割
）
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
な
い
方
…

…
源
泉
徴
収
票
を
添
付
し
て
税
務
課
へ

提
出

②
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
…
…

…
確
定
申
告
書
と
と
も
に
鳴
門
税
務
署

へ
提
出

＊
①
に
よ
り
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
る
方
は
、
源
泉
徴
収
票
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

鳴
門
税
務
署
（
�
６
８
５
・
４
１
０
３
）

平平
成成
２２００
年年
分分
のの
確確
定定
申申
告告
がが
始始
まま
りり
まま
すす

申申
告告
期期
間間

２２
月月
１１６６
日日（（
月月
））〜〜
３３
月月
１１６６
日日（（
月月
））

申申
告告
会会
場場
はは
税税
務務
課課
（（
役役
場場
１１
階階
））
でで
すす

広報あいずみ■ №７７６ ２
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〜〜
税税
務務
署署
かか
らら
のの

おお
知知
らら
せせ
〜〜

○

申
告
書
の
提
出
は
、
自
分
で
作
成
し
て
、

郵
送
等
で
、
お
早
め
に
！

税
務
署
に
は
、
「
所
得
税
の
確
定
申
告
の

手
引
き
」
な
ど
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

手
引
き
を
参
考
に
す
れ
ば
、
申
告
書
を
簡

単
に
作
成
で
き
ま
す
。

ご
自
身
で
作
成
し
、
郵
送
等
で
お
早
め
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
等
の
作

成
で
き
ま
す
！

パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
確
定
申
告
書
等
が
簡
単

に
作
成
で
き
、
自
動
計
算
機
能
で
記
載
漏
れ

や
計
算
誤
り
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w
w
w
.

nta.go.jp

◆
所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
お
よ
び
申
告

書
の
受
け
付
け
は
、
２
月
１６
日
（
月
）
か

ら
で
す
。

◆
還
付
申
告
の
方
は
、
１
月
か
ら
申
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
土
・
日
曜
・
祝
日
は
、
閉
庁
日
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

鳴
門
税
務
署
（
�
６
８
５
・
４
１
０
３
）

【平成２０年分の確定申告と納税の期限】

所得税 平成２１年３月１６日（月）

消費税および地方消費税 平成２１年３月３１日（火）

贈与税 平成２１年３月１６日（月）

【振替納税をご利用の方の振替日】

所得税 平成２１年４月２２日（水）

消費税および地方消費税 平成２１年４月２７日（月）

現
在
、特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

に
よ
り
保
険
料
（
ま
た
は
保
険
税
）
を
納
付

さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
今
後
、
特
別
徴
収

が
予
定
さ
れ
て
い
る
方
が
、
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
税
務
課
の

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
本
人
以

外
の
口
座
か
ら
の
お
支
払
い
に
変
更
さ
れ
た

場
合
、
そ
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
口
座
振

替
に
よ
り
支
払
っ
た
方
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、普
通
徴
収（
納
付
書
に
よ
る
納
付
）

の
方
が
、
口
座
振
替
へ
の
変
更
を
希
望
さ
れ

る
場
合
も
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

①

被
保
険
者
証

②

預
金
通
帳

③

印
鑑
（
通
帳
の
お
届
印
）

※

こ
れ
ま
で
は
、
２
年
間
、
保
険
料（
ま

た
は
保
険
税
）
の
納
め
忘
れ
が
な
か
っ
た
方

が
口
座
振
替
で
支
払
う
場
合
に
限
っ
て
、
口

座
振
替
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ

う
し
た
規
定
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し

保
険
料
（
ま
た
は
保
険
税
）
の
徴
収
を
円
滑

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
要
件
に
つ
い

て
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
保保
険険
料料
とと
国国
民民
健健
康康
保保
険険
税税
のの

徴徴
収収
方方
法法
がが
変変
わわ
りり
まま
すす

〜
平
成
２１
年
度
か
ら
「
年
金
か
ら
の
天
引
き
」
と
「
口
座

振
替
」
の
選
択
制
と
な
り
ま
す
〜

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
のののののののののののののの
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税

【
国
民
健
康
保
険
税
（
６
期
）
・
介
護
保

険
料（
６
期
）の
納
期
限
は
２
月
２５
日
で
す
】

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
７
期
）
の
納

期
限
は
３
月
２
日
で
す
】

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

３ №７７６■ 広報あいずみ



浄浄
水水
場場
のの
建建
設設
工工
事事
にに

ごご
協協
力力
をを

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
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道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ
＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

＜下水道使用料料金表＞

超過料金１�につき
１６０円
１８０円
１９０円
２００円

５�を超え２０�まで
２０�を超え４０�まで
４０�を超え５０�まで
５０�を超えるもの

基本料金

６００円５�まで

＜下水道使用料早見表＞

下水道使用料（税込）
１，４００円
３，０００円
４，８００円
８，５００円

使用水量
１０�
２０�
３０�
５０�

水
道
課
で
は
、
人
口
の
増
加
と
地
震
な
ど

の
自
然
災
害
に
備
え
、
平
成
２２
年
度
の
完
成

を
目
標
に
、
新
し
く
耐
震
性
浄
水
場
を
建
設

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
建
設
に
伴
い
、
浄
水
場
周
辺

の
水
道
管
を
改
修
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
断
水
や
濁
り
水
の
発

生
な
ど
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
ど
う
か
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
濁
り
水
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、

５
分
か
ら
１０
分
程
度
、
蛇
口
を
開
い
て
水
を

流
し
続
け
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
濁
り

が
な
く
な
り
ま
す
。
も
し
、
濁
り
が
な
く
な

ら
な
い
場
合
は
お
手
数
で
す
が
、
水
道
課
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
水
道
課
（
�
６
３
７
・
３
１
３
１
）

藍
住
町
公
共
下
水
道
は
、
平
成
２１
年
度
か

ら
、
第
１
期
事
業
計
画
区
域
の
う
ち
公
共
下

水
道
本
管
工
事
が
完
了
し
た
地
域
で
併
用
を

開
始
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
元
説
明
会
や
電

話
な
ど
で
よ
く
い
た
だ
く
質
問
と
そ
の
回
答

を
紹
介
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
に
つ
い
て

Ｑ
１

公
共
下
水
道
は
、
ど
こ
で
、
い
つ

か
ら
使
用
で
き
ま
す
か
？

ＡＡ
１１

奥
野
地
区
の
一
部
は
、
平
成
２１
年

４
月
１
日
か
ら
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
関
連
費
用
に
つ
い
て

Ｑ
２

公
共
下
水
道
を
使
う
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
費
用
が
か
か
る
の
で
す
か
？

ＡＡ
２２

次
の
費
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

①
受
益
者
負
担
金

１
戸
あ
た
り
１２
万
円

を
、
加
入
時
に
一
括
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

②
排
水
設
備
工
事
費

排
水
設
備
と
は
、

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
建
物
と
公
共
ま
す
を
結
ぶ
敷
地

内
の
配
管
な
ど
で
す
。
こ
の
工
事
費
用

は
、
建
物
ま
た
は
土
地
を
所
有
す
る
方

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

③
使
用
料

毎
月
の
汚
水
量
（
水
道
使
用

量
）
に
応
じ
て
表
の
と
お
り
使
用
料
が

か
か
り
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
に
つ
い
て

Ｑ
３

公
共
ま
す
と
は
な
ん
で
す
か
？
ま

た
誰
が
公
共
ま
す
を
設
置
す
る
の
で
す
か
？

ＡＡ
３３

公
共
ま
す
と
は
、
下
水
道
本
管
と

各
敷
地
内
の
配
管
を
結
ぶ
た
め
の「
ま
す（
会

所
）」で
す
。
公
共
ま
す
は
、
各
敷
地
に
１
個

ず
つ
町
が
設
置
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
４

排
水
設
備
工
事
の
費
用
は
い
く
ら

で
す
か
？

ＡＡ
４４

土
地
の
形
状
や
既
存
の
配
管
状
況

な
ど
に
よ
っ
て
工
事
内
容
が
大
き
く
変
わ
る

た
め
、
金
額
は
一
概
に
言
え
ま
せ
ん
。

排
水
設
備
工
事
は
、
排
水
設
備
指
定
工
事

店
で
な
け
れ
ば
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
指
定
工
事
店
に
見
積
も
り
を
依
頼

し
て
金
額
を
確
認
し
て
か
ら
発
注
し
て
く
だ

さ
い
（
指
定
工
事
店
の
一
覧
は
下
水
道
課
窓

口
ま
た
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
）。

Ｑ
５

排
水
設
備
の
設
置
は
、
い
つ
ま
で

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

ＡＡ
５５

下
水
道
法
に
よ
り
、
一
定
期
間
内

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
く
み
取
り
便
所
の
場
合

３
年
以
内
に

水
洗
便
所
に
改
造
し
、
下
水
道
に
接
続

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
浄
化
槽
の
場
合

遅
滞
な
く
下
水
道
に

接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
金
に
つ
い
て

Ｑ
６

排
水
設
備
工
事
に
対
し
て
、
補
助

は
あ
り
ま
す
か
？

ＡＡ
６６

く
み
取
り
便
所
や
既
存
浄
化
槽
を

廃
止
し
て
公
共
下
水
道
に
切
り
替
え
た
方
に

対
し
て
、
町
が
工
事
費
を
助
成
し
ま
す
。
助

成
額
は
、
既
存
浄
化
槽
か
ら
切
り
替
え
た
場

合
は
７
万
円
、
く
み
取
り
便
所
か
ら
切
り
替

え
た
場
合
は
１０
万
円
で
す
。
ま
た
、
供
用
開

始
か
ら
３
年
以
内
に
切
り
替
え
た
場
合
は
、

前
記
の
金
額
に
５
万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

こ
の
助
成
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
町
税

等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
な
ど
一
定
の
要
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課
（
�
６
３
７
・
３
１
２
３
）
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一
時
保
育

普
段
家
庭
で
保
育
し
て
い
る
幼
児
が
、
保

護
者
の
病
気
や
入
院
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
等
に

よ
り
、
一
時
的
に
保
育
が
必
要
と
な
る
と
き

に
週
２
日
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

特
定
保
育

保
護
者
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
等
の
た
め

に
断
続
的
に
（
週
２
〜
３
日
）
児
童
を
保
育

で
き
ず
、
か
つ
同
居
の
親
族
等
も
児
童
を
保

育
で
き
な
い
と
き
に
週
３
日
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。

１

対
象
児
童

町
内
在
住
の
満
１
歳
６
か

月
以
上
の
幼
児
（
利
用
日
現
在
）

２

実
施
保
育
所

中
央
保
育
所
・
東
保
育

所

３

保
育
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
午
前

７
時
３０
分
か
ら
午
後
６
時
）

４

利
用
料

一
日
２
、
０
０
０
円

（
当
日
払
）

５

申
込
期
間

４
月
か
ら
利
用
希
望
の
方

２
月
１６
日
（
月
）
〜
２７
日
（
金
）

６

申
込
先

希
望
す
る
保
育
所

詳
し
く
は
、
各
保
育
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

＊
ご
利
用
に
は
、
事
前
に
申
請
と
面
接
が
必

要
で
す
。

＊
５
月
以
降
利
用
希
望
の
方
は
、
随
時
申
請

を
受
け
付
け
し
ま
す
。

＊
利
用
は
１
歳
６
か
月
か
ら
に
な
り
ま
す
が

申
請
は
１
歳
５
か
月
か
ら
で
き
ま
す
。

問
中
央
保
育
所（
�
６
９
２
・
３
１
０
５
）

東
保
育
所

（
�
６
４
１
・
３
０
４
５
）

平平
成成
２２１１
年年
度度

一一
時時
保保
育育
・・
特特
定定
保保
育育
利利
用用
のの
ごご
案案
内内

藍
住
町
に
住
民
票
を
有
す
る
方
で
、
平
成

２１
年
度
中
に
、
藍
住
町
が
発
注
す
る
小
規
模

工
事
（
５０
万
円
以
下
の
建
設
工
事
・
修
繕
工

事
等
）の
受
注
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、次
に
よ

り
参
加
登
録
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
す
で
に
指
名
願
い
を
提
出
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
再
度
登
録
申
請
書
の
提
出

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

提
出
書
類

�
参
加
登
録
申
請
書
（
建
設
産
業
課
ま
で
）

�
納
税
証
明
書
（
地
方
税
）

�
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の
場
合
）

�
各
種
許
認
可
等
の
証
明
書

�
町
税
等
の
納
税
状
況
調
査
同
意
書

提
出
期
間

３
月
２
日
（
月
）
〜
３１
日
（
火
）

提
出
先
・
問
建
設
産
業
課

（
�
６
３
７
・
３
１
２
２
）

小小
規規
模模
工工
事事
のの
発発
注注

現
在
、
平
成
２１
年
度
の
町
民
交
通
傷
害
保

険
加
入
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

加
入
対
象
者

藍
住
町
に
住
民
票
を
有
す
る

方
、
藍
住
町
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

申
込
受
付
期
限

３
月
３１
日
（
火
）
ま
で
（
土

・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
）

申
込
先

総
務
課
（
役
場
３
階
）

受
付
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

申
込
書
（
総
務
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
）

保
険
料
（
一
人
１
口
に
つ
き
４
８
０
円
で

最
大
２
口
ま
で
）

保
険
対
象
期
間

平
成
２１
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

保
険
金
（
１
口
あ
た
り
）

ケ
ガ
を
し
た
と
き
・
・
・
５
千
円
か
ら
１２

万
円死

亡
ま
た
は
重
度
後
遺
障
害
を
永
久
に
残

し
た
と
き
・
・
・
１
０
０
万
円

問
総
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
１
）

万万
一一
のの
交交
通通
事事
故故
にに
備備
ええ
まま
しし
ょょ
うう

〜
町
民
交
通
傷
害
保
険
加
入
者
募
集
の
ご
案
内
〜

場

所

富
吉
字
地
神
４８
番
地
４

募
集
区
画

１
区
画

面

積

３０
㎡
／
区
画

利

用

料

６
、
０
０
０
円
／
年
額

利
用
条
件

藍
住
町
に
住
民
票
を
有
す
る
世

帯
で
、
農
園
の
管
理
等
が
十
分
に
で
き
農
地

を
所
有
し
て
お
ら
ず
、
町
税
等
の
滞
納
の
な

い
世
帯

利
用
期
間

平
成
２１
年
４
月
〜
平
成
２２
年
３

月
ま
で
（
利
用
の
延
長
は
最
大
２
回
ま
で
）

申
込
方
法

建
設
産
業
課
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
記
入
し
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

２
月
１６
日
（
月
）
〜
２５
日
（
水
）

選
考
方
法

申
込
者
が
募
集
区
画
を
超
え
る

と
き
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

※
１１
月
号
で
の
募
集
と
は
別
の
区
画
で
す
。

問
建
設
産
業
課（

�
６
３
７
・
３
１
２
０
）

富富
吉吉
ふふ
れれ
ああ
いい
農農
園園
利利
用用
者者
募募
集集
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第
４
期
藍
住
町介

護
保
険
事
業
計
画
等（
案
）

第
４
期
の
藍
住
町
介
護
保
険
事
業
計
画

・
高
齢
者
福
祉
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
こ
の
計
画
案
を
と
り
ま
と
め
ま

し
た
の
で
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

計
画
案
は
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
保
健
衛
生

課
窓
口
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
見
公
募
期
限

３
月
２
日
（
月
）
必
着

問
保
健
衛
生
課

（
�
６
３
７
・
３
１
１
５
）

「
藍
住
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
（
案
）」

町
で
は
、
男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を

尊
重
し
な
が
ら
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
た
び
、
藍
住
町
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
（
案
）
を
と
り
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
（
案
）
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
企
画
調
整
課

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
見
公
募
期
限

２
月
２７
日（
金
）必
着

問
企
画
調
整
課

（
�
６
３
７
・
３
１
２
４
）

徳
島
地
方
法
務
局
鳴
門
支
局
は
、
３
月
２３

日
（
月
）
に
、
徳
島
地
方
法
務
局
に
統
合
の

上
、
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
現
在
同
支
局
で
取
り
扱
っ
て
い
る

不
動
産
や
商
業
法
人
等
の
登
記
事
務
等
す
べ

て
の
業
務
は
、
徳
島
地
方
法
務
局
で
取
り
扱

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
遺
言
書
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成

や
、
会
社
等
の
定
款
認
証
な
ど
の
公
証
事
務

を
行
っ
て
い
る
「
鳴
門
公
証
役
場－

鳴
門
市

撫
養
町
斎
田
字
浜
端
南
１
５
４
番
地
」
は
、

移
転
す
る
こ
と
な
く
存
続
し
ま
す
。

【
統
合
後
の
法
務
局
の
所
在
】

〒
７
７
０－

８
５
１
２

徳
島
市
徳
島
町

城
内
６
番
地
６
徳
島
地
方
合
同
庁
舎
内

問
徳
島
地
方
法
務
局
総
務
課

（
�
６
２
２
・
４
１
７
１
）

徳徳
島島
地地
方方
法法
務務
局局
鳴鳴
門門
支支
局局
のの
統統
合合（（
廃廃
止止
））のの
おお
知知
らら
せせ

パパ
ブブ
リリ
ッッ
クク
ココ
メメ
ンン
トト（（
意意
見見
公公
募募
））をを
しし
てて
いい
まま
すす

〜〜
皆皆
ささ
んん
のの
幅幅
広広
いい
ごご
意意
見見
をを
おお
寄寄
せせ
くく
だだ
ささ
いい
〜〜

４
月
か
ら
国
民
年
金
の
納
付
は
、
便
利
で

安
心
な
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
制
度
は
い
か

が
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
の
納
入
に
口
座
振
替
を

利
用
さ
れ
ま
す
と
、
自
動
的
に
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
が
な
く
な

り
ま
す
。

ま
た
、
早
割
（
当
月
末
振
替
）、６
か
月
、

１
年
前
納
の
場
合
は
保
険
料
が
割
引
に
な
り

ま
す
。
４
月
か
ら
口
座
振
替
に
よ
る
保
険
料

納
付
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
２
月
末
ま
で
に

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
申
し
込
み
先

社
会
保
険
事
務
所
、
口
座

を
お
持
ち
の
金
融
機
関

○
持
参
す
る
も
の

年
金
手
帳
等
（
基
礎
年

金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
）、預
金
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
に
つ
い
て

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
た

場
合
な
ど
、
平
成
２０
年
１０
月
１
日
か
ら
１２
月

３１
日
ま
で
の
間
に
、
は
じ
め
て
保
険
料
の
納

付
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
２
月
上
旬
に

控
除
証
明
書
を
発
送
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
平
成
２０
年
１１
月
に
発
送
し
ま
し
た

控
除
証
明
書
の
証
明
欄
に
あ
る
納
付
済
額
や

見
込
額
以
上
に
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
と
き

は
、「
１１
月
に
発
送
し
ま
し
た
控
除
証
明
書
」

と
「
追
加
で
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
保
険
料

の
領
収
証
書
」
を
確
定
申
告
書
に
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、
控
除
証
明

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

控
除
証
明
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０－

０
７
０－

１
１
７
）

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
：
３
月
１３
日
ま

で
）問

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

（
�
６
５
５
・
０
２
０
０
）

広報あいずみ■ №７７６ ６
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本
町
で
は
、
勝
瑞
児

童
館
（
東
小
学
校
区
）

・
住
吉
児
童
館
（
北
小

学
校
区
）
・
奥
野
児
童

館
（
南
小
学
校
区
）
・

富
吉
児
童
館
（
西
小
学

校
区
）
の
４
館
で
学
童

保
育
の
運
営
を
社
会
福

祉
協
議
会
に
委
託
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

開
設
時
間

小
学
校
の
登
校
日

放
課
後
〜
午
後
６
時

小
学
校
の
休
業
日

午
前
８
時
〜
午
後
６

時

申
請
期
間

２
月
１６
日
（
月
）
〜
２１
日
（
土
）

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

申
請
場
所

児
童
が
通
学
す
る
小
学
校
区

の
上
記
４
児
童
館

対
象
学
童

町
内
に
居
住
す
る
小
学
校
１

年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童
で
保
護
者

が
就
労
等
の
理
由
に
よ
り
放
課
後
に
適
切

な
保
護
が
受
け
ら
れ
な
い
家
庭
の
児
童

利

用

料

月
額
５
、
０
０
０
円

＊
申
請
に
必
要
な
申
込
書
等
は
４
児
童
館

と
福
祉
課
に
備
え
て
い
ま
す
。

＊
入
会
決
定
は
、
入
会
申
請
受
付
順
と
な

り
ま
す
。

問
福
祉
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
４
）

不
法
投
棄
や
犬
の
ふ
ん
害
で
困
っ
て
い
る

方
に
啓
発
看
板
を
お
渡
し
し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
生
活
環
境
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。不

法
投
棄
は
、
犯
罪
で
す
。
空
き
缶
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
・
た
ば
こ
の
吸
い
殻
の
投
げ
捨

て
、
お
弁
当
の
ご
み
の
置
き
去
り
な
ど
も
不

法
投
棄
と
し
て
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
「
不
法
投

棄
を
し
な
い
！
さ
せ
な
い
！
ゆ
る
さ
な

い
！
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
、
き
れ
い
な

町
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

申
・
問
生
活
環
境
課

（
�
６
３
７
・
３
１
１
６
）

ポポ
イイ
捨捨
てて
等等
犬犬
のの
ふふ
んん
害害
防防
止止
啓啓
発発
用用
看看
板板

平平成成２２１１年年度度放放課課後後児児童童健健全全育育成成事事業業
（（学学童童保保育育））申申込込受受付付

締
め
切
り
は
平
成
２１
年
３
月
３１
日
で
す
。

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等
（
事
変
地

の
区
域
又
は
戦
地
の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十

字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除
く
）

に
対
し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る
た
め
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
請
求
用
紙
は
福
祉
課
窓
口
に
備
え

て
い
ま
す
。

請
求
先
・
問
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業

務
担
当

（
�
０
３
・
５
２
５
３
・
５
１
８
２
）（
直

通
）（
�
０
３
・
５
２
５
３
・
５
１
９
０
）

〒
１
０
０－

８
９
２
６

東
京
都
千
代
田
区

霞
が
関
２－

１－

２

旧旧
日日
本本
赤赤
十十
字字
社社
救救
護護
看看
護護
婦婦
等等
のの
皆皆
ささ
まま
へへ

〜
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
ま
す
〜

本
町
で
は
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
相

談
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

障
害
の
あ
る
方
や
ご
家
族
の
方
か
ら
の
相

談
に
、
相
談
支
援
専
門
員
が
対
応
し
、
必
要

な
情
報
の
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
な
ど
を
行
い
、
障
害

の
あ
る
方
の
地
域
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

相
談
支
援
事
業
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
主
に
身
体
障
害
の
あ
る
方
）

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
凌
雲

（
�
６
９
３
・
１
１
１
７
）

（
主
に
精
神
障
害
の
あ
る
方
）

こ
と
じ

（
�
６
９
４
・
６
６
０
６
）

オ
リ
ー
ブ
の
木（

�
６
８
５
・
５
５
２
４
）

（
主
に
知
的
障
害
の
あ
る
方
）

地
域
生
活
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
吉
野
川

育
成
園
）

（
�
６
９
９
・
２
３
８
１
）

ね
む
の
木
療
育
園

（
�
６
９
９
・
２
２
０
０
）

マ
ザ
ー
グ
ー
ス
の
家

（
�
６
７
２
・
３
５
９
５
）

あ
お
ば
の
郷
（
�
６
９
４
・
５
７
７
７
）

春
叢
園

（
�
６
９
９
・
５
３
１
０
）

問
福
祉
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
４
）

障障
害害
者者
相相
談談
支支
援援
事事
業業
所所
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�����������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������

今
年
に
は
い
っ
て
、
県
内
で
は
交
通
死
亡

事
故
が
多
発
し
、
１
月
２６
日
現
在
、
す
で
に

７
人
の
方
が
尊
い
命
を
落
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
一

人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
意
識
を
強
く
持
ち
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
車
に
乗
っ
た
ら
必
ず
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
締
め
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
車
の
運
転
者
は
、
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯

し
、
横
断
す
る
歩
行
者
や
自
転
車
を
早
期
に

発
見
し
ま
し
ょ
う
。

○
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
車
が
見
え
た

ら
横
断
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
夜
間
外
出
す
る
と
き
は
、
明
る
い
服
装
や

夜
間
反
射
材
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

スス
トト
ッッ
ププ
��
交交
通通
死死
亡亡
事事
故故

「
す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所
」
は
、
町

の
委
託
に
よ
り
、
地
域
で
生
活
す
る
精
神
障

害
者
の
方
が
社
会
の
中
で
自
立
し
て
い
く
方

向
付
け
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
事
業
内
容

①
日
中
活
動
の
相
談
や
憩
い
の
場
の
提
供

②
ハ
ン
ガ
ー
組
み
立
て
作
業
等
の
就
労
訓
練

③
リ
サ
イ
ク
ル
石
け
ん
づ
く
り
や
販
売
、
公

園
の
清
掃
・
管
理
な
ど
を
通
し
て
社
会
性
獲

得
活
動

④
料
理
教
室
の
開
催
に
よ
る
自
炊
訓
練

⑤
会
報
発
行
に
よ
る
広
報
活
動

⑥
地
域
社
会
と
の
交
流
に
よ
る
社
会
参
加
の

促
進

○
留
意
事
項

対
象
者

地
域
で
生
活
す
る
１５
歳
以
上
の
自

立
支
援
医
療
対
象
者

開
所
日
数

週
５
日（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

開
所
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４
時

（
昼
１
時
間
、
間
で
６
回
小
休
憩
）

（
い
つ
で
も
都
合
の
よ
い
と
き
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
）

利
用
者
の
作
業
収
入（
非
雇
用
の
形
態
で
す
）

＊
作
業
収
入
か
ら
必
要
な
経
費
を
控
除
し

た
金
額
を
工
賃
と
し
て
全
額
利
用
者
に

分
配

＊
固
定
給
１
０
０
円
／
１
時
間
、
公
園
清

掃
は
６
２
０
円
／
１
時
間
、
収
益
余
剰

金
は
賞
与
分
配

レ
ク
行
事
な
ど
の
参
加
料

１
０
０
円
／
１
回

通
所
会
費

５
０
０
円
／
月

問
「
す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所
」

（
�
・
�
６
９
３
・
０
０
３
２
）

地地
域域
活活
動動
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー「「
すす
みみ
れれ
・・
ああ
いい
ずず
みみ
作作
業業
所所
」」

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動 ３月１日～３月７日

「火のしまつ 君がしなくて 誰がする。」

住宅用火災警報器 ついていますか？住宅用火災警報器
年間、６万件以上の火災が発生し、その半数以上を建物火災が占めています。

さらに、住宅火災による死者数のうち、半数以上が就寝中の逃げ遅れによるものです。

そこで、２００４年６月に消防法が変わり、家庭内での火災の発生をいち早くキャッチし、警報ブザーや音声によ

って知らせる住宅用火災報知器の取り付けが義務化されました。

火災警報器はいざというときに効果を発揮するものです。次のことに注意し早急に取り付けましょう。

設 置 期 限 平成１８年６月１日 平成２３年６月１日

設 置 場 所 各寝室と寝室がある階の階段に取り付けが必要です。

警 報 器 の 種 類 煙式と熱式があり、音や音声で知らせます。

問 板野東部消防組合消防本部（�６９８・０１１９）

義 務 設 置

義 務 設 置

この間に設置しましょう

新築住宅

すでにお住まいの住宅

広報あいずみ■ №７７６ ８



１
月
１１
日
、
成
人
式
が
町
民
会
館
で
開
催

さ
れ
、
新
成
人
３
２
８
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
新
成
人
を
代
表
し
て
、
村
上
真

也
さ
ん
、
近
藤
公
美
さ
ん
が
石
川
町
長
か
ら

記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
主
催
者
の
石

川
町
長
か
ら
は
「
社
会
の
一
員
と
し
て
今
後

は
判
断
と
責
任
を
要
求
さ
れ
る
。
努
力
を
惜

し
ま
ず
世
界
に
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
。
経
済

不
況
の
な
か
、
危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て

将
来
に
夢
を
も
っ
て
生
き
て
ほ
し
い
」
と
挨

拶
が
あ
り
、
来
賓
の
方
か
ら
も
新
成
人
に
期

待
を
す
る
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
式
に
出
席
し
て
い
た
各
中
学
校
時
代

の
先
生
を
紹
介
す
る
際
に
は
、
懐
か
し
い
恩

師
と
久
し
ぶ
り
に
会
え
た
こ
と
で
、
会
場
か

ら
拍
手
や
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
、
嬉
し
そ
う

な
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
田
中
康
介
さ
ん
が
、

「
両
親
や
家
族
、
恩
師
に
対
し
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
教
え
を
教
訓
と
し
て

活
か
し
、
将
来
の
道
を
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
今
後
は
新
成
人
と
し
て
社
会
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
誓
い
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。

当
日
の
寒
さ
も
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
元
気

あ
ふ
れ
る
式
と
な
り
ま
し
た
。

大大
人人
のの
仲仲
間間
入入
りり

誓いのことばを読む田中康介さん

記念品を受け取る村上真也さん、近藤公美さん

１
月
２６
日
、
藤
田
カ
ツ
ヱ
さ
ん
（
徳
命
：

明
治
４２
年
１
月
２６
日
生
ま
れ
）
が
、
１００
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
石
川
町
長
と

県
東
部
保
健
福
祉
局
長
が
、
藤
田
さ
ん
が
入

所
さ
れ
て
い
る
町
内
の
施
設
に
訪
問
し
、
そ

れ
ぞ
れ
祝
い
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

ま
た
同
時
に
誕
生
会
が
催
さ
れ
、
入
所
者
の

方
と
職
員
合
同
で
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
、
ま

た
職
員
か
ら
お
祝
い
の
花
束
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
藤
田
さ
ん
か
ら
「
あ
り
が
と

う
」
と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

藤
田
さ
ん
は
、
足
が
不
自
由
で
車
椅
子
で

過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
食
欲
も
あ
り
、
職
員

の
方
と
話
も
さ
れ
大
変
お
元
気
で
す
。
お
祝

い
に
駆
け
つ
け
た
家
族
や
親
戚
の
方
と
、
嬉

し
そ
う
に
写
真
撮
影
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

こ
の
日
現
在
、
町
内
１００
歳
以
上
の
方
は
７
人

（
男
性
１
人

女
性
６
人
）
で
す
。

１１００００
歳歳
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

２
月
１
日
、
町

民
シ
ア
タ
ー
で
障

害
者
相
談
支
援
充

実
・
強
化
事
業
と

し
て
講
演
会
が
開

催
さ
れ
、
「
障
害

を
も
っ
て
生
き
た

半
生
記
、
希
望
と

差
別
の
狭
間
で
」
と
題
し
て
、
愛
知
淑
徳
大

学
教
授
、
谷
口
明
広
さ
ん
が
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
会
場
に
は
障
害
の
あ
る
方
も
多
数
来

場
さ
れ
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講
師
の
谷
口
明
広
さ
ん
は
、
生
後
間
も
な

く
重
症
黄
疸
の
た
め
脳
性
麻
痺
と
な
り
、
四

肢
と
体
幹
機
能
障
害
が
あ
り
、
車
い
す
を
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
学
教
授
や
各
地
の

講
演
会
で
活
躍
し
、
地
域
で
自
立
生
活
を
実

践
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
た
頃
、
祖
母
に
障
害
に
対
す
る
理

解
が
な
か
っ
た
こ
と
や
入
学
許
可
を
出
し
て

も
ら
え
る
学
校
を
探
し
て
家
族
で
引
っ
越
し

た
こ
と
、
就
職
や
結
婚
の
こ
と
で
周
囲
か
ら

理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
し

人
と
の
出
会
い
が
プ
ラ
ス
と
な
り
希
望
に
変

わ
っ
て
き
た
こ
と
等
、
ご
自
分
の
半
生
を
ユ

ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
障
害
者
相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て
は

「
相
談
支
援
事
業
者
が
困
る
ぐ
ら
い
ど
ん
ど

ん
相
談
し
て
、
相
談
支
援
事
業
を
活
用
し
て

ほ
し
い
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

障障
害害
者者
相相
談談
支支
援援
充充
実実
・・
強強
化化
事事
業業
講講
演演
会会
をを
開開
催催

９ №７７６■ 広報あいずみ
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学学校校人人権権教教育育のの取取りり組組みみ ～～そそのの２２ 藍藍住住南南小小学学校校～～

本校では、「互いの人権を大切にし、ともに認め合い、助け合う子どもを育てる」

ことをめざし、教育活動に取り組んでいます。こうして学んできたことを１１月２７日

の人権発表会で発表しました。

１年生 えがおいっぱい

友だちとけんかをすると怒った顔、ひと

りぼっちで寂しいと泣いた顔、友だちと仲

良くできると笑った顔になることを学びま

した。そして、「だいじょうぶ」「いっしょ

にあそぼう」と声をかけ合って仲良くして

いきたいと発表しました。

２年生 スイミー ～力を合わせて～

「スイミー」の学習を通して、それぞれが自分の役割を果たし力を合わせて不

合理なことに立ち向かい、助け合っていこうとする思いを発表しました。

３年生 みんなちがって みんないい

「みんなちがって みんないい」の詩の学習を通して、互いの個性を認め合い、

ともに成長していこうとする思いを発表しました。

４年生 手と心で読むを学習して

誰にとっても暮らしやすい町にしていくための身近な生活の中にあるユニバー

サルデザインや点字など、学習したことを発展させて発表しました。

５年生 伝えよう ふるさとの宝 －藍ぞめ－ を

藍を育て、藍染めを作り、守るために努力してきた藍住町の人々の思いを知り、

この町を誇りにし、自分たちもその一員として故郷の伝統を伝えていきたいと発

表しました。

６年生 平和への願い ２００８

戦争のない世の中をつくるためには、人の心の中に平和の砦を築かなければな

らないとみんなで話し合い、平和への願いを発表しました。そして、そのために

今を精一杯生きようと誓い合いました。

手話クラブ はじめて小鳥が飛んだとき・ちがうこと ばんざい

これまでの学習で学んだ手話を使い、詩を朗読しました。

すごく緊張したけど、みんなが静かに聞いてくれてうれしかったです。どの

学年の発表も人権を守る気持ちが伝わってきました。みんなで励ましあって、

平和を守っていきたいと思いました。 【子どもたちの感想より】

子どもたちは、力を合わせることの大切さを知り、学校全体で人権について学習

することができました。こうした取り組みを重ねながら、これからもいじめや差別

がない学校づくりをすすめていきたいと思います。

人権標語

藍住中学校生徒作品

い
じ
め
て
も

い
じ
め
ら
れ
て
も

深
い
き
ず

２
年

安
崎

真
知

あ
な
た
の
手
で

咲
か
せ
よ
う

人
権
の
つ
ぼ
み

２
年

福
田

良
子

守
ろ
う
人
権

一
人
ひ
と
り
の

笑
顔
の
た
め
に

３
年

佐
々
木
美
里

思
い
や
り

そ
れ
だ
け
あ
れ
ば

い
い
ん
だ
よ

３
年

光
地

弘
毅

広
げ
よ
う

笑
顔
た
く
さ
ん

み
ん
な
の
輪

３
年

船
越

彩
那

広報あいずみ■ №７７６１０



募募

集集

保保
健健
栄栄
養養
推推
進進
員員（（
第第
１１２２
期期
生生
））

をを
募募
集集
しし
まま
すす

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
へ
普

及
す
る
役
割
を
担
う
保
健
栄
養
推
進
員
と
し

て
、
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

任

期

平
成
２１
年
５
月
か
ら
平
成
２３
年
３

月
ま
で
の
２
年
間

主
な
活
動

・
健
康
づ
く
り
や
食
生
活
に
つ
い
て
の
学
習

会
（
毎
月
第
４
金
曜
日
を
定
例
会
と
し
て
い

ま
す
。）

・
地
区
伝
達
講
習
会
を
年
２
回
開
催
し
て
学

習
し
た
内
容
を
地
域
へ
伝
達

・
町
の
実
施
す
る
保
健
事
業
へ
の
協
力

・
各
地
区
で
の
「
声
か
け
」
に
よ
る
健
康
づ

く
り
の
推
進

定

員

４０
人
程
度

申
込
期
限

３
月
６
日
（
金
）

＊
４
月
に
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

第第
３３２２
回回
ババ
ドド
ミミ
ンン
トト
ンン
大大
会会

日

時

３
月
８
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら

場

所

体
育
セ
ン
タ
ー

種

目

団
体
戦

１
部
・
２
部

※
中
学
生
以
上
と
し
、
１
部
・
２
部
は
自
己

申
告
制
も
し
く
は
大
会
本
部
で
決
定
す
る
。

主

催

町
体
育
協
会
・
町
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会

参
加
規
定

町
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者

参
加
費

１
人

５
０
０
円

申
込
期
限

２
月
２７
日
（
金
）

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

スス
トト
レレ
ッッ
チチ
体体
操操
＆＆

ニニ
ュュ
ーー
スス
ポポ
ーー
ツツ
講講
習習
会会

�
の
び
の
び
伸
ば
し
て
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し

ま
し
ょ
う
♪
�

日

時

２
月
２３
日
（
月
）

午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

場

所

体
育
セ
ン
タ
ー

内

容

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
、
チ
ュ
ッ
ク
ボ
ー
ル

参
加
費

無
料

＊
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

主

催

町
体
育
指
導
委
員
会

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

昔昔
のの
料料
理理
にに挑挑

戦戦
しし
まま
しし
ょょ
うう
！！

日
時

２
月
２０
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
４
時

場
所

女
性
セ
ン
タ
ー
調
理
室

内
容

調
理
実
習

・
昔
の
お
正
月
の
保
存
食
「
れ
ん
ぶ
」

・
「
米
粉
の
ケ
ー
キ
」

持
参
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き
の
タ
オ
ル

参
加
費

無
料

定
員

２０
人
（
申
込
順
）

申
込
期
間

２
月
１６
日
（
月
）
〜
１９
日
（
木
）

正
午
ま
で

主
催

「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」
生
活
環
境
部

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

観観
光光
情情
報報
通通
信信
員員
をを
募募
集集

県
観
光
協
会
で
は
、
旬
の
観
光
情
報
や
隠

れ
た
観
光
資
源
な
ど
を
ご
提
供
い
た
だ
け
る

「
と
く
し
ま
観
光
情
報
通
信
員
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
知
っ
て
い
る
地
元
な
ら
で
は
の

耳
寄
り
情
報
や
景
観
を
撮
影
し
た
写
真
な
ど

地
域
の
魅
力
あ
る
情
報
を
県
観
光
Ｈ
Ｐ
「
阿

波
ナ
ビ
」
を
通
じ
て
全
国
に
発
信
し
ま
せ
ん

か
。
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
県
観
光
協
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
財
）
徳
島
県
観
光
協
会

（
�
６
５
２
・
８
７
７
７
）

E

‐m
ail:report@

tokushim
a

‐kankou.or.jp
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相相

談談

ここ
ここ
ろろ
のの
相相
談談
窓窓
口口

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
と
じ
」

（
�
６
９
４
・
６
６
０
６
）

・
「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」

（
�
６
８
５
・
５
５
２
４
）

・
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

○
精
神
障
害
者
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
み
れ
・
あ

い
ず
み
作
業
所
」（
�
６
９
３
・
０
０
３
２
）

高高
齢齢
者者
のの
相相
談談
窓窓
口口

○
高
齢
者
の
介
護
や
健
康
、
生
活
に
関
す
る

こ
と

○
高
齢
者
の
虐
待
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
あ

っ
た
、
財
産
管
理
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

○
近
所
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
心
配
等

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）

（
�
６
３
７
・
３
１
７
５
）

催催
しし
物物
・・
そそ
のの
他他

勝勝
瑞瑞
城城
シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム

テテ
ーー
ママ「「
中中
世世
のの
文文
芸芸
とと
娯娯
楽楽
」」

日
時

３
月
１５
日
（
日
）

場
所

町
民
シ
ア
タ
ー
（
役
場
４
階
）

日
程

午
後
０
時
３０
分
か
ら
受
付

午
後
４
時
３０
分
終
了
予
定

講
演
１
「
中
世
の
あ
そ
び
」

〔
講
師
〕増
川
宏
一
氏（
遊
技
史
学
会
会
長
）

報
告

「
勝
瑞
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
中

世
の
遊
戯
具
」

〔
報
告
者
〕
重
見
高
博
（
町
教
育
委
員
会
主

任
）

講
演
２
「
三
好
氏
と
「
戦
国
文
化
」－

茶
の

湯
を
中
心
と
し
て－

」

〔
講
師
〕
須
藤
茂
樹
氏
（
徳
島
城
博
物
館
主

査
・
学
芸
員
）

主
催

町
教
育
委
員
会

共
催

徳
島
県
教
育
委
員
会

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

※
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
勝
瑞
学
ア
カ
デ

ミ
ー
の
第
四
回
目
の
講
座
と
な
っ
て
い
ま
す
。

放放
送送
大大
学学

４４
月月
生生
募募
集集

放
送
大
学
で
は
平
成
２１
年
度
第
１
期
（
４

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限

２
月
２８
日
（
土
）

＊
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

申
・
問
放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

（
�
６
０
２
・
０
１
５
１
）

H
P
http
://w
w
w
.u

‐air.ac.jp

平平
成成
２２１１
年年
度度
電電
気気
通通
信信

ササ
ーー
ビビ
スス
モモ
ニニ
タタ
ーー
募募
集集

日
ご
ろ
か
ら
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
関
心
や

意
見
を
お
持
ち
の
方
（
満
２０
才
以
上
）
で
、

総
務
省
お
よ
び
電
気
通
信
事
業
に
勤
務
経
験

の
な
い
方
（
ご
家
族
を
含
む
）
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

委
嘱
期
間

６
月
１
日
〜

平
成
２２
年
３
月
３１
日

活
動
内
容

郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
年
２
回
実
施
：
全
員
）

モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
（
別
途
出
席
を
依

頼
す
る
モ
ニ
タ
ー
）

応
募
期
限

４
月
３
日
（
金
）

応
募
方
法

内
容
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

H
P

（http
://w
w
w
.shikoku

‐bt.go.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
・
問
四
国
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業

課
（
�
０
８
９
・
９
３
６
・
５
０
４
２
）

【【２２月月、、３３月月相相談談日日ののおお知知ららせせ】】
心配ごと相談所カレンダー

２月

３月

※法律相談については完全予約制となっています。
※相談は無料・秘密厳守です。
●場所 福祉センター１階相談室
●こども相談（月曜～金曜日 午前中）
「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞児童館」
●保健相談（毎週月曜日）…「保健センター」
●介護相談（随時受付）…「地域包括支援センター」
●年金相談（随時受付）…「住民課」
●時間 人権、行政相談は午後１時半～３時半、その他は午後１時～３時
●相談センター専用電話(�６９２・６２２２）

土
２１

２８

金
２２００
税税金金相相談談

２７

木
１９

２２６６
法法律律相相談談

水
１８

２５

火
１１７７
一一般般相相談談

２４

月
１６

２３

日
１５

２２

土
７

１４

２１

２８

金
６

１３

２０

２７

木
５

１１２２
法法律律相相談談

１９

２２６６
法法律律相相談談

水
４

１１

１８

２５

火
３３

一一般般相相談談

１０

１１７７
一一般般相相談談

２４

３１

月
２２

行行政政相相談談

９９
人人権権相相談談

１６

２３

３０

日
１

８

１５

２２

２９
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平成２１年度版 NPO法人ああいいずずみみススポポーーツツククララブブ ススケケジジュューールル

期 間：平成２１年４月１０日～平成２２年３月２０日 活動休止期間：４月２８日～５月６日（ゴールデンウイーク）

・８月１１日～８月１６日（お盆期間）・１２月２３日～２２年１月１１日（年末年始） は夜の教室です。

※硬式テニス教室（初心者・中級）シニア軽スポーツ教室（月曜・金曜）初級ラージ卓球教室（木曜
・土曜）はいずれかを選択してください。重複受講は出来ません。

※親子スポーツは実費２，０００円／年が必要となっています。（ファミリー会員は不要）

※特別教室の申し込み及び受講料４，０００円（ボウリングのみ５，０００円）は半期毎となっています。

※印は、会員以外の方も参加できます。

一般成人対象プログラム ～スポーツ教室～
定員
４０人
３０人
３０人
２５人
３０人
２０人
３０人
３０人
３０人

３０人
２５人
４０人
４０人
４０人
３０人
２５人
３０人
３０人

対 象 者
６０歳から男女
全 会 員
全 会 員
全 会 員
全 会 員
全 会 員
中学生から
成 人 男 女
障がいのある人

全 会 員
全 会 員
５９歳まで女性
６０歳から男女
小学３年生から
全 会 員
中学生から
中学生から
全 会 員

場 所
体 育 セ ン タ ー
体 育 セ ン タ ー
体 育 セ ン タ ー
町 民 体 育 館
体 育 セ ン タ ー
女性センター１F
体 育 セ ン タ ー
町民テニスコート
町 民 体 育 館

体 育 セ ン タ ー
町 民 体 育 館
体 育 セ ン タ ー
体 育 セ ン タ ー
勤 少 ホ ー ム
北 小 体 育 館
町民テニスコート
町民テニスコート
体 育 セ ン タ ー

時 間
１３：３０～１５：００
１９：３０～２１：００
１０：００～１１：３０
１９：３０～２１：００
１９：３０～２０：３０
１９：３０～２１：３０
１９：３０～２１：３０
１０：００～１２：００
１９：３０～２１：００

１３：００～１５：００
１３：３０～１５：００
９：３０～１１：３０
１３：３０～１５：００
１９：３０～２１：００
１９：３０～２１：００
１０：３０～１２：３０
１３：００～１５：００
１３：００～１５：００

教 室 名
シニア軽スポーツ
インディアカ
インディアカ
体力アップ
のびのびストレッチ
藍こなし（踊り）
ソフトバレー
初心者の硬式テニス
障がい者ふれあいスポーツ

初級ラージ卓球
体力アップ
女性軽スポーツ
シニア軽スポーツ
阿波踊り
太極拳
初級ソフトテニス
中級硬式テニス
初級ラージ卓球

毎 週
第１．３
第 ２
第２．４
第１．３
第１．３
毎 週
毎 週
第１．３

毎 週
第２．４
毎 週
毎 週
毎 週
第２．４
毎 週
毎 週
毎 週

月

火

水

木

金

土

幼児、児童対象プログラム ～スポーツ教室～
定員
３０組
３０人
４０人
４０人
４０人
３０人
３０人

対 象 者
３歳児と保護者
４．５歳児
小学１．２年生
小学３年生
小学４年～６年
幼～小学１年
小学２年～６年

場 所
体 育 セ ン タ ー
体 育 セ ン タ ー
体 育 セ ン タ ー
体 育 セ ン タ ー
町 民 体 育 館
藍 中 体 育 館
藍 中 体 育 館

時 間
１０：００～１１：３０
１５：３０～１６：３０
９：００～１０：３０
１０：３０～１２：００
１０：００～１２：００
１８：３０～１９：３０
１９：４５～２１：００

教 室 名
親子スポーツ
キッズエアロ
フレッシュ・ジュニアスポーツ
ジュニアスポーツ
わんぱくスポーツ
ミニサッカー
ミニサッカー

毎 週
第２．４
第１．３
毎 週
毎 週
第２．４
第２．４

木

土

オ ー プ ン サ ー ク ル
定員
１５人
３０人

対 象 者
成 人 男 女
全 会 員

場 所
町 民 体 育 館
町 内

時 間
１９：３０～２１：３０
１０：００～未定

サークル名
バドミントン（エンジョイ）
ウォーキング

第 １
第 ３

木
日

各種イベント・研修・講習会開催予定 ～町広報・体育センター掲示板にて御案内します～
内 容

ストレッチ体操とたくさんのニュースポーツを紹介します
バスに乗って知らない土地を歩いてみよう！
自然を身近に感じてみませんか。（１５名以上要）
専門インストラクターが指導します
「足を止めても心臓止めるな！」を合い言葉に登山します
年間３回程度、ママチャリで２時間ほどゆっくり楽しく走ります
今大人気のカーリングを体育館でできるようにしました

定員

４０人
２０人
３６人
３０人
３０人
２０人

対 象 者
※

小学生から
成 人 男 女
全 会 員
小学生から
成 人 男 女

※

開催予定日
１９：３０～２１：００
（年２回実施）
（年２回程度）
冬期（１回）
（毎月１回）
（年３回程度）

未定

活 動 名
ニュースポーツ講習会

おでかけウォーキング
軽登山教室
スキー教室＆スノーボード体験
大麻山 登山教室
ママチャリクラブ教室
カローリング体験教室

第 ４月

各 種 特 別 教 室 開 催 予 定
定員
３０人
３０人
２５人
３０人
３０人

対 象 者
成 人 男 女
成 人 男 女
成 人 男 女
成 人 男 女
成 人 男 女

場 所
体育センター
女性センター２F
ポップジョイ石井
女性センター２F
女性センター２F

時 間
１０：００～１１：３０
１９：３０～２１：００
９：３０～正午
１０：００～１１：３０
１３：００～１４：３０

講 師 名
矢野 真弓先生
岡�ひとみ先生

西田 茂子先生
前田 明美先生

教 室 名
初中級エアロビクス
ジューズ・フィット・ヨガ
ボウリング教室
らくらく健康体操
さわやかリズム体操

毎 週
毎 週
第２．４
毎 週
毎 週

月

火

水

入会手続き、参加申し込み等詳
しいことは、あいずみスポーツ
クラブ事務局までお問い合わせ
ください。

問 あいずみスポーツクラブ
（�６９２・５０００）

E-mail : ai-sport@mxi.netwave.or.jp
ホームページ
http//wwwi.netwave.or.jp/～ai-sport/

～申請時に
ご持参いただくもの～

※金融機関の通帳
（口座番号確認用）

※お届け印
※顔写真（２．５×２㎝）
スナップ写真可

（（申申込込はは、、先先着着順順でですす！！））
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※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※

Ｑ 地デジは今までのテレビ放送と違う？

Ａ 地デジは、今までのテレビ放送よりきれいな映像が楽しめるだけでなく、あなたにやさしく便利な２１世紀の

テレビ放送です。

Ｑ いつかわる？なぜかわる？

Ａ ２０１１年７月２４日までに、あなたのテレビを地デジ対応にかえていただく必要があります。

地上デジタル放送は、より進んだ放送ができるだけでなく、電波を有効に使うことができます。携帯電話など、

電波の使い道が増えたため、テレビ放送を地デジに切りかえることになりました。

Ｑ 地デジをみるには？

Ａ ①新しくテレビを買いかえる人は・・・「地上デジタルテレビ」と指定して買うようにしましょう。

②今のテレビを引き続き使いたい人は・・・お手持ちのテレビに「地上デジタルチューナー」をつけましょう。

③ケーブルテレビを利用している人は・・・まず、ケーブルテレビ会社に問い合わせしましょう。

地デジであなたをだます詐欺にご注意！

テレビの地デジ対応やアンテナ交換などを口実にした詐欺が発生しています。身におぼえのない工事や代

金請求にはご注意ください。

問 総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター（�０５７０・０７・０１０１）
（平日：午前９時～午後９時 土・日・祝日：午前９時～午後６時）

地地地地地地地地地地地地地地地地地地上上上上上上上上上上上上上上上上上上デデデデデデデデデデデデデデデデデデジジジジジジジジジジジジジジジジジジタタタタタタタタタタタタタタタタタタルルルルルルルルルルルルルルルルルル放放放放放放放放放放放放放放放放放放送送送送送送送送送送送送送送送送送送 テテテテテテテテテテテテテテテテテテレレレレレレレレレレレレレレレレレレビビビビビビビビビビビビビビビビビビににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててて大大大大大大大大大大大大大大大大大大切切切切切切切切切切切切切切切切切切ななななななななななななななななななおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせでででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすす
－－２２００１１１１年年７７月月ままででににいいままままででののテテレレビビ放放送送（（地地上上アアナナロロググ放放送送））はは終終了了ししまますす－－

図
書
館
の
行
事

★
お
は
な
し
会

毎
週
日
曜
日

午
後
２
時
か
ら

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

３
月
１１
日
（
水
）

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

★
井
隈
読
書
会

３
月
５
日
（
木
）

午
前
１０
時
か
ら

＜

３
月
の
課
題
図
書＞

「
七
つ
の
人
形
の
恋
物
語
」

ポ
ー
ル
・
ギ
ャ
リ
コ
著

◎
休
館
日

毎
週
月
曜
日

特
別
整
理
期
間
（
蔵
書
点
検
）
の
た
め
２

月
１７
日
（
火
）
か
ら
２５
日
（
水
）
ま
で
休
館

と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
図
書
館
（
�
６
９
２
・
０
０
７
０
）

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍
のののののののののののののののののののののののののの
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

○
光
琳
水
墨
画
発
表
会

期
間

３
月
１
日
（
日
）
〜
２９
日
（
日
）

藍
の
墨
で
丹
精
込
め
た
色
彩
と
魅
力
あ
る

作
品
。

個
性
を
充
分
生
か
し
た
水
墨
画
を
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

○
お
茶
会
（
あ
で
や
か
な
着
物
姿
で
お
茶
立

て
）

日
時

３
月
１５
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

主
催

表
千
家
流
茶
道

無
尽
庵
社
中

華
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
お
茶
を
ゆ
っ
た

り
と
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

藍
屋
敷
の
茶
室
で
無
料
接
待
を
し
ま
す
の

で
、
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

女
性
業
務
者
若
干
名
募
集

出
勤
日
数

週
３
日
位

（
相
談
に
応
じ
ま
す
）

時
給

７
０
０
円

年
齢

５５
歳
ま
で

履
歴
書
持
参
。
詳
細
は
面
接
時
に
説
明
し

ま
す
。

問
藍
の
館
（
�
６
９
２
・
６
３
１
７
）

広報あいずみ■ №７７６１４
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あいずみ俳壇
地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チ
ェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地
域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

山田 民恵選

予
後
の
身
や

心
癒
せ
と

小
鳥
飼
う

平
野

栄
子

ど
て
ら

湯
畑
を

褞
袍
羽
織
り
て

巡
る
夜

中
村

芳
翠

照
り
も
み
じ

寺
の
廊
下
の

隅
ま
で
も

久
次
米
民
子

ふ
と
こ
ろ

て

屋
根
上
げ
る

重
機
の
腕
を

懐
手

安
芸

澄
衣

父
に
似
て

子
も
又
無
口

夜
業
の
灯

�
塚

富
子

明
け
遅
き

対
岸
の
灯
や

神
無
月

佐
野

知
恵

嫁
入
り
の

時
の
物
差
し

鳥
渡
る

吉
田

善
子

家
出
せ
し

犬
呼
ぶ
声
や

冬
の
暮

生
越

茜

わ
だ
ち

木
の
実
降
る

山
路
に
深
き

轍
か
な

伊
藤
た
つ
お

新
酒
汲
む

は
や
古
希
来
る
と

言
い
な
が
ら

�
岡
ア
イ
子

加

章

ひ
と
し
き
り

吹
雪
い
て
け
ろ
り

陽
の
光
り

山
田

民
恵

住所・年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。

内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）

を行っています。

問 社会福祉協議会（�６９２・９９５１）保健センター（�６９２・８６５８）

おおくくややみみ申申しし上上げげまますす

（氏名） （年齢） （住 所）

藍原 栄次 ６０歳 奥野字和田

川村 昌代 ５７歳 富吉字豊吉

松浦 典子 ４８歳 勝瑞字正喜地

村上 なを子 ９０歳 東中富字大塚傍示

布川 文次 ７９歳 富吉字豊吉

吉川 満隆 ８３歳 奥野字前川

三金 カヲル ９０歳 勝瑞字幸島

久次米ヨシコ ８８歳 徳命字名田

新井 キヨ子 ８２歳 矢上字原

岡本 君夫 ６７歳 矢上字春日

田中 英雄 ８１歳 奥野字原

小野 宮子 ７１歳 徳命字名田

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ここここここここここここここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんににににににににににににににににににににににににににににちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちはははははははははははははははははははははははははははは赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
（子の氏名） （ふりがな）（性別） （父） （母） （住 所）
中川 桜 （さくら） 女 崇 ・ 朱 美 勝瑞字成長
河野 衣真 （ え ま ） 女 信 也 ・ 宏 子 徳命字前須西
高田 倭 （やまと） 男 貴 志 ・ 早 苗 住吉字若宮
亀濱 圭生 （けいしょう） 男 丈 伸 ・ 公美子 東中富字長江傍示
大谷龍之介 （りゅうのすけ） 男 剛 ・ 典 子 徳命字前須西
多田 彩人 （あやと） 男 英 治 ・ 奈美子 徳命字名田
漆原 想奈 （そ な） 女 雄 二 ・ 輝 実 東中富字敷地傍示
石本 茉由 （ま ゆ） 女 政 雄 ・ 悦 子 矢上字西
小倉 瑠奈 （る な） 女 弘 行 ・ 亜里砂 勝瑞字正喜地
森 惇喜 （あつき） 男 秀 樹 ・ 里 枝 乙瀬字青木
笹田 雛詩 （ひなた） 女 久 雄 ・ まどか 乙瀬字中田
小野 紫音 （しおん） 男 桂 一 ・ 早 苗 奥野字原
和田 心優 （み ゆ） 女 浩 二 ・ 直 美 勝瑞字幸島
田中 梅 （め い） 女 宏 幸 ・ 梨 沙 徳命字新居須
中道 悠斗 （ゆうと） 男 佳 則 ・ 瑠 美 勝瑞字東勝地
山口 明斗 （あきと） 男 順 史 ・ 和 代 住吉字千鳥ヶ浜
山田 悠斗 （ゆうと） 男 光 賢 ・ 尚 美 奥野字原
石田ひより 女 幸 司 ・ 真由美 住吉字神蔵
新居 佑壬 （ゆうじん） 男 輝 樹 ・ 佳余子 矢上字原
小山明花音 （あかね） 女 剛 史 ・ 尚 実 矢上字春日
風尾 里紗 （り さ） 女 賢 太 ・ 晶 菜 笠木字東野
光田 颯介 （そうすけ） 男 佳 弘 ・ 奈津子 富吉字富吉
笠井 洸 （ひ ろ） 男 敏 昭 ・ 恵理子 徳命字前須西
永野 雅楽 （う た） 女 一 水 ・ 翔 子 東中富字権現傍示
岡田 英到 （えいと） 男 和 弘 ・ 真規子 富吉字穂実
奈加 陽輝 （はるき） 男 佳 久 ・ 昌 恵 徳命字前須東
新居 花 （は な） 女 裕 文 ・ 直 子 勝瑞字正喜地
以西 悠希 （ゆうき） 男 弘 幸 ・ 恵 美 富吉字穂実
三木 耀介 （ようすけ） 男 康 弘 ・ 希 東中富字北傍示
横田 琉力 （る き） 男 裕 弘 ・ 千恵子 奥野字乾
秋葉茉菜美 （まなみ） 女 義 孝 ・ 美由紀 徳命字名田
安井 千晴 （ちはる） 女 順 郎 ・ 幸 子 富吉字大向
武市 茜 （あかね） 女 一 馬 ・ 早 苗 勝瑞字幸島
溝口 香音 （かのん） 女 勲 ・ 千 鶴 徳命字元村
三隅 百花 （ももか） 女 俊 典 ・ 陽 子 奥野字原
森本 星愛 （せ ら） 女 賢 和 ・ 香 織 富吉字穂実
瀬部依万里 （いまり） 女 勲 ・ 敦 子 住吉字藤ノ木

内 容

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

健康チェック
カラオケ

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

健康チェック
囲碁ボール

健康チェック
健康教室

健康チェック
折り紙

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

場 所

住吉老人憩の家

徳命老人憩の家

東中富老人憩の家

乙瀬老人憩の家

奥野老人憩の家

東部老人憩の家

西部老人憩の家

時 間

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

曜日

月

水

金

月

月

月

火

開催日

２月１６日

２月１８日

２月２０日

２月２３日

２月２３日

３月２日

３月３日

★

★

11月月
★

★

★

１５ №７７６■ 広報あいずみ



西条北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

たなもと
耳鼻咽喉科

Ｎ
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１
月
１２
日
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
大
会
が
藍
住

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

雪
の
舞
う
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
町
内
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
１７
団
２０
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
９
区
間

で
健
脚
を
競
い
、
男
子
の
部
「
北
キ
ン
グ
」、女
子
の

部
「
板
野
プ
リ
マ
ヴ
ェ
ー
ラ
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
独
自
の
競
技
種
目
の
他
に
、

今
回
の
駅
伝
大
会
や
ア
ド
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
清
掃

活
動
：
年
５
回
）
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
は
仲
間
と
の
連
携
や
友
情
、
協
調
性
を
養
う

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
子
ど
も
の
体
力
低
下
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
体
力
は
、
人
間
の
健
全
な
発
達
・

成
長
を
支
え
、
よ
り
豊
か
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る

上
で
大
変
重
要

な
も
の
で
す
。

家
庭
に
お
い
て

も
、
保
護
者
の

方
が
積
極
的
に

関
わ
り
、
子
ど

も
が
外
で
遊
ん

だ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
機

会
を
意
識
的
に

作
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

スススススススススススススススススススススススススス
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツ
少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

増田クリニック
じ び いん こう か

たなもと耳鼻咽喉科
クリニック TEL：０８８‐６９３‐３０２０

藍住町役場東５００m
診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

特定健診承ります
TEL０８８‐６８３‐３９８７（サンキューハナ）

●診療科目：内科・循環器科・心臓血管外科・
ペインクリニック内科

マルナカ成長店 南２００m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

予約専用電話 088‐683‐3381（ミミハイチバン）

ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーージジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジババババババババババババババババババババババナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報ああああああああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
４月１日から平成２２年３月３１日までの広告主を募集
します。詳細については、HPをご覧になるか、下記
までお問い合わせください。
「ホームページバナー広告」
月 額 １枠当たり １０，０００円
大きさ 縦６０ピクセル 横１５０ピクセル
「広報あいずみ広告主」
広告枠 １枠 ６０㎜×９０㎜
広告料 １回１枠 １８，０００円
申・問 企画調整課（�６３７・３１２４）

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

確確 認認 先先

掲載ページ

２ページ

５ページ

広報あいずみは、新聞折り込み・郵送でお届け
しています。
もし、ご近所で広報が届いていないお宅があり
ましたら企画調整課（�６３７・３１２４）までお知
らせください。

エーアイ
テレビの掲載

○

○

ＨＰの掲載

○

○

担当課へのお問い合わせ
電話番号

６３７・３１１７

６３７・３１１１

担 当 課

税 務 課

総 務 課

記 事 名

確定申告が始まります

町民交通傷害保険加入者募集

土

○
５：３０
まで

金

○

○

木

○

／

水

○

○

火

○

○

月

○

○

診療時間

午前９：００～１２：３０

午後２：３０～６：３０

土

○

金

○
○

木

○
○

水火

○
○

月

○
○

診察時間

８：４５～１２：００

１４：３０～１８：３０

広報あいずみ 毎月１５日新聞折り込みで
ＡＩテレビ 静止画放送
町政だより 毎月第１木曜日徳島新聞に掲載
ホ－ムペ－ジ URL http : //www.town.aizumi.tokushima.jp

E-mail aizumi@town.aizumi.tokushima.jp

ま
ち
の
情
報
は

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広報あいずみ■ №７７６１６


